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２０１３年９月１８日

株式会社 ＧＳユアサ

ＧＳユアサ、ＪＩＣＡのＢＯＰビジネス連携促進の協力準備調査に採択！

～今回の採択を軸にアフリカＢＯＰ市場の開拓に躍進～

株式会社 ＧＳユアサ（社長：依田 誠、本社：京都市南区。以下、ＧＳユアサ）は、独立行政法人国際協力機構

(ＪＩＣＡ) のＢＯＰビジネス※１連携促進の協力準備調査※2 に応募し、採択されました（ＪＩＣＡ公示日８月１５日）。

採択案件は、「エチオピアにおける家庭用小型ソーラー電源システムおよび携帯電話充電システム普及事業

準備調査」であり、共同提案会社はマイクライメイトジャパン株式会社(本社：東京）です。

アフリカの地方農村は、電化率が２０％未満であり、照明は灯油ランプ、調理は薪に頼っています。それらにまつ

わる事故として、乳幼児による灯油の誤飲、引火による火傷や火災、煙の吸引による肺炎などが挙げられます。また、

原油価格の高騰により、灯油コストの負担も増加しています。これらの諸問題を背景とし、ＧＳユアサでは、新規に

開発した再生可能エネルギー関連商品を用い、ＪＩＣＡの支援のもと、エチオピアでの市場調査・事業化の検討を

実施いたします。

ＧＳユアサは、未電化地域における開発課題を解決するため、ソーラーパネルと自社の長寿命バッテリーを

組み合わせ、ＬＥＤライトや携帯電話のＵＳＢ充電を提供できる機器を開発しました（商品名、ＡＫＡＲｉ ＳＯＬ

ＡＲ ＬＩＧＨＴ ＫＩＴ）。付属のＬＥＤライトは、類似品の２倍以上の明るさになります。

さらに携帯電話および小型充電式電池（ニッケル水素電池）への充電、電子蚊取り器、小型ファンなどに適用が

可能です。室内における灯油ランプや薪の利用を削減し、健康被害を除くとともに、電力インフラの不足を補いＣＯ２

を削減します。

また、同様にソーラーパネルとバッテリーを用いて、携帯電話の充電機能に特化した携帯電話充電システムを

開発しました（商品名、ｍｏｓｈｉ－ｍｏｓｈｉ ｃｈａｒｇｅｒ）。同国において、貧困層による「携帯電話の充電サービス」を

ビジネスモデルとし、収入および生活水準の改善に貢献します。

ＧＳユアサは、今後も世界の未電化地域、停電多発地域で、蓄電池を中心としてニーズに合った製品を開発、

生産して、生活水準の向上を支援してまいります。

※１・・・ 年間 3000 ドル未満で暮らしている貧困層 (BOP: Base of the Pyramid ) へのビジネス

※２・・・ 開発途上国で BOP ビジネスを計画している法人の現地事業調査への協力支援金制度
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【製品名】   

家庭用小型ソーラー電源システム  「ＡＫＡＲｉ ＳＯＬＡＲ ＬＩＧＨＴ ＫＩＴ」

［この件に関するお客様からのお問い合わせ先］
株式会社 ＧＳユアサ 国際事業部 マーケティング部 ＴＥＬ ０３－５４０２－５７１７

［この件に関する報道関係からのお問い合わせ先］
株式会社 ＧＳユアサ 広報室        ＴＥＬ ０７５－３１２－１２１４


